
 

 

 

 

      

 

新年度一か月がたって 

校長 牧野 陽一郎 

今年度が始まり、一か月がたちました。しかし、新型コロナウィルスの影響で、児童の皆さんと会

うことができたのは始業式・入学式の日、そして、その翌日の２日間のみでした。 
ゴールデンウィーク明けからの学校再開を願っていましたが、さらなる臨時休業の延長が決まって

しまい、残念でなりません。 
ここまで学校からは、配信メールやホームページを活用した「担任の先生方からのメッセージ」や

「学習の課題」を皆様のもとに届けさせていただきました。 
今後の臨時休業に向けて、その期間の家庭学習等配布をさせていただいています。また、次回の家

庭学習課題の配布日までに担任からの各ご家庭への電話連絡も予定しています。 
この臨時休業期間中に、配信メールでもお知らせしましたように、国立第四小学校は、４月２５日

の開校記念日に、６３歳を向かえました。 
国立第四小学校は昭和３１年９月に国立第二小学校の北区分校として生まれ、翌昭和３２年４月に

国立町立国立第四小学校となりました。現在は高架となった中央線。四小が生まれる前までは、遮断
機や警報器の無い危険な踏切を横断して二小まで通わなければならなかったのです。児童の安全を憂
慮した保護者の方々の強い熱い願いから本校は生まれました。 
私が本校副校長時代（平成１９年）に、創立５０周年記念の記念誌を作成しました。 
その時、第２回卒業生の方にお会いすることができ、在学中の思い出を寄稿していただきました。 

～～～５０年も過ぎた！私の頭の中は、昭和３０年代にフラッシュバックされ整理がつかない。毎日
毎日遊んだこと。先生方や友達はあの頃のまま登場してきます。 
静かな記憶もあります。放課後の音楽室でのこと。ピアノの前で音楽の日野先生が、１，２小節を

歌っては「ここ歌いやすい？」と掃除当番の私達に問いかけながら、作曲されていたのです。「雲雀
が鳴くよー。」と美しい声です。大人の男の人の声がきれいだと感じたのは、この時が初めてではな
いでしょうか。 

作詞は真下校長先生。今ならよく解ります。この詞に込められた先生の思いを。 
体育館もプールも無い物ばかり。教室すら足りない新しい学校への情熱と、私達への深い深い愛情

が詞の中に全部あります。詞われている自然は本当でした。西の方には、多摩の山並の青い連なりの
上に、白い富士がいつも見え、春、麦畑から雲雀が名のりをあげていたのです。 
私は四小の第２回卒業生です。初めて卒業式で校歌を歌うことができた学年です。２人の子供達も

同じ卒業生です。うれしく誇りに思います。次の５０年には、子供達が何かを語ってくれるかもしれ
ません。～～～ 
第２回卒業生の方から、母校国立第四小学校への思いを、心を込めて文章にしていただきました。 
四小の校歌は、昭和３４年、校歌選定委員会が設置され校歌を公募し、初代校長真下政安先生の作

品が選ばれ、音楽担当の日野教諭が作曲しました。昭和３５年３月１１日、校歌発表会を開き、音楽

クラブの児童が、参会した保護者の前で披露したと記録が残っています。 

児童の皆さん、そして保護者、地域の皆様には不自由な毎日が続いています。生命の安全、健康を
第一に考え、この困難な状況が一日でも早く好転することを願って、生き抜いていきましょう。 
新型コロナウィルスの状況が終息し、日常生活が平時に戻り、学校生活を子供達がのびのびと満喫

してもらえることを、願ってやみません。 
 保護者、地域の皆様、このような状況の中、どうぞよろしくお願いいたします。 

四小だより ５月号 
令和２年５月１１日（月） 

国立市立国立第四小学校 

校 長 牧野 陽一郎

    
合言葉「夢いっぱい 感動いっぱい チャレンジいっぱい  国立第四小学校」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様へのお知らせとお願い】 

・臨時休業は５月３１日（日）までです。社会情勢により変更になる場合もありますが、臨時休業中は、新型コ

ロナウィルス感染予防の観点から、基本的に自宅で過ごし、人と接する機会を減らしましょう。 

・引き続き、検温の記録をお願いします。 

 

・今年度の水泳指導（夏休みも含む）は中止です。 

・国立市青少年音楽フェスティバル（５年生参加予定）は中止です。 

・５年生の「児童・生徒の学力向上を図るための調査」、６年生の「全国学力・学習状況調査」は中止です。 

・夏休み期間中に予定していた、校舎天井部分の工事は中止（延期）です。 

・日光移動教室（６年生）は１２月に延期の予定です。 

 

・各学年とも２週間の学習計画表があります。課題は一度に終わらせるのではなく、予定を立てて、計画的に取

り組めるようにお子様にアドバイスをお願いします。 

・次回の課題配布日は５月２５日～２７日を予定しています。その際に、今回、お渡しした封筒に提出するもの

を入れてご持参ください。（封筒は、今後も使いますので、最終的には、学校にお戻しください） 

・今週から週に１回、学級担任より、お子様の健康状況の確認、課題の進捗状況の確認などのお電話をさせてい

ただきます。できれば、お子様と直接お話しできればと考えております。ご協力よろしくお願いいたします。 

・今回お渡しした課題から、新しい学年での学習内容も含まれています。課題の提出状況および取り組んだ内容

を今後の成績に反映させていただきます。 

・課題に関して分からないところがありましたら、学校にお電話ください。教職員も新型コロナウィルス感染予

防のため自宅勤務をしている場合がありますが、折り返しお電話させていただきます。 
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